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　近年、社会福祉法人を取り巻く情勢は、契

約制度の導入や、民間企業等の多様な経営主

体の参入などで大きく変化し、改めてその使

命や存在意義が問い直されています。「イコー

ルフッティング論」に象徴されるがごとく、今

後も引き続き規制緩和、民間開放の流れは続

くことが予想され、社会福祉法人は経営基盤

を強化し、より健全で自立した経営スタイル

が求められています。

　こうした時、今後の法人経営の方向性を検

討するにあたって、社会福祉情勢の理解と将

来展望は不可欠です。社会福祉法人に関連し

た最新の国の政策動向、規制緩和の方向性と

ともに、社会福祉法人の抱える課題等を理解

し、解決していかねばなりません。

社会福祉法人 大崎市社会福祉協議会

平成20年度基本方針

平成20年度  社会福祉法人大崎市社会福祉協議会　予算概要

　大崎市社会福祉協議会は、地域福祉の推進

役として位置づけられているものの、その担

うべき責務は益々重要なものとなっており、

合併という大きな節目から間もなく2年を経

過しようとしています。今年度は、地域特性を

踏まえながら更なる福祉の増進に努め、新た

な一歩を踏み出すため、これまで以上に行政

機関・地域住民・民間組織や各種団体との協

働のもと、ご支援ご協力を賜りながら、それぞ

れの施策、活動の推進に努めて参ります。

　平成20年度予算の編成に当たっては、前年

度よりさらに厳しい財政環境の中で、事業を

効率的に推進するため、経費の縮減に取り組

みつつも効果的な事業の展開が図られるよう

編成をしたところであり、今後も、他の事業者

と比較し、極めて公共性、公益性、非営利性の

高い地域福祉の中核を担う組織として、その

役割を再認識するとともに、第一種・第二種

の社会福祉事業混在の全国的にも類を見ない

社協であることから、市町村社協のさきがけ

となるべく、自らの法人の方向性や経営を認

識し、内外に誇れる社協づくりに役職員一丸

となって努力して参ります。

〔収　入〕 〔単位：円〕

項　　目
会費収入
経常経費補助金収入
助成金収入
受託金収入
共同募金配分金収入
負担金収入
介護保険収入
障害者自立支援利用料収入
利用料収入
雑収入
受取利息配当金収入
経理区分間繰入金収入
積立預金取崩収入
特別会計
収入計①

28,753,000
140,518,000
1,810,000
50,392,000
19,876,000
33,187,000

2,219,224,000
151,747,000
3,954,000
12,574,000
1,532,000

233,152,000
641,000

14,118,000
2,911,478,000

〔支　出〕 〔単位：円〕

項　　目
法人運営事業
地域福祉事業
生活支援事業
地域包括支援センター事業
老人福祉センター運営事業
農村環境改善センター事業
授産施設事業
高齢者食の自立支援事業
高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業
介護福祉サービス事業
特別会計
支出計②

前期末支払資金残高③
予算収支差額①－②＋③

140,701,000
235,955,000

738,000
40,261,000
26,303,000
632,000

39,677,000
4,992,000
1,884,000

2,385,954,000
15,729,000

2,892,826,000

1,611,000
20,263,000

平成19年度  社会福祉法人大崎市社会福祉協議会　決算報告

〔収　入〕 〔単位：円〕

項　　目
会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
助成金収入
受託金収入
共同募金配分金収入
負担金収入
介護保険収入
障害者自立支援利用料収入
利用料収入
雑収入
受取利息配当金収入
経理区分間繰入金収入
施設整備等寄附金収入
積立預金取崩収入
特別会計
収入計①

29,566,579
6,552,190

145,404,000
2,951,300
61,127,555
21,959,170
32,349,856

2,197,437,013
134,247,201
6,598,261
15,740,222
1,455,523

192,793,065
23,095,918
406,070
5,507,116

2,877,191,039

〔支　出〕 〔単位：円〕

項　　目
法人運営事業
地域福祉事業
生活支援事業
地域包括支援センター事業
老人福祉センター運営事業
農村環境改善センター事業
授産施設事業
高齢者食の自立支援事業
高齢者等外出支援サービス事業
高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業
介護福祉サービス事業
特別会計
支出計②

前期末支払資金残高③
決算収支差額①－②＋③

112,385,735
252,688,337

691,550
38,410,544
28,692,928
701,400

44,198,530
4,954,629
12,557,311
2,031,384

2,352,416,450
5,842,632

2,855,571,430

577,670,186
599,289,795
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